
MADE IN JAPANと言えば，諸外国において

は特に優れた品質を保証する代名詞であり，ま

た，我々も日本の工業製品に信頼を寄せてきた。

今も，この言葉は生きており，日本の製品の品

質の良さは認められるところであろう。

しかし，Ｈ２ロケットの度重なる失敗や，大

手自動車メーカーの不良品の問題など，今後の

我が国を揺るがしかねない問題も少なからず発

生してきている。

今まで，工業高校においては，品質管理に関

わる授業時数は比較的多く，生徒達にも学習す

る機会があったが，学習指導要領の改訂により，

すべての生徒が履修しなければならない新教科

が導入され，安全や品質管理に関わる時間数が

取れなくなってきているのが現状であろう。

一方，情報技術の発展により，数値制御式の

工作機械や，コンピュータによる全数検査も可

能になり，製造現場においても，あれほど盛ん

であったQCサークル活動も聞き慣れない言葉

となってきている。

このような現状を踏まえ，企業においては品

質管理の精神を持った技術者，技能者の育成が

２．企業での「品質管理」の見直し

１．日本製品の危機
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なされつつある。日本規格協会の中に品質管理

検定委員会を立ち上げ，１回目の検定試験を実

施した。協賛企業を中心にして１回目の検定試

験を行ったが，技能者の大量退職を控え，QC

マインドを持った技術者，技能者の育成が急務

であるという観点から，１回目であるにもかか

わらず３６００名余の人が受験した。

QC検定は企業に就職している方々だけでな

く，人材派遣企業へ登録している方々，大学

生・短大生，専門学校生，高校生（特に工業高校

生）をも対象としている。品質管理能力を４段階

にレベル分けして，その基礎となる知識を客観

的に測り，認定をするもので，労働形態の多様

化，労働市場の流動化により低下した「現場力」

を再生するため，品質管理の側面から支援して

いくことを目指している。

協賛企業にはトヨタ自動車，日産自動車，マ

ツダをはじめ品質活動に前向きな企業２０社以上，

協賛団体には社会経済生産性本部をはじめとす

る８団体が名前を連ねている。

＊協賛企業（５０音順）

アイシン精機（株），アイリスオーヤマ（株），オ

ムロン（株），（株）コーセー，（株）小松製作所，

サンデン（株），サントリー（株），（株）資生堂，

シャープ（株），JUKI（株），セイコーエプソン

これからの工業教育と品質管理

東京都立町田工業高等学校長　瀧上　文雄



（株），トヨタ自動車（株），日産自動車（株），日

本電気（株），ブラザー工業（株），（株）ブリヂス

トン，前田建設工業（株），松下電器産業（株），

マツダ（株），（株）安川電機，山形スリーエム

（株）

＊協賛団体（順不同）

（財）社会経済生産性本部

（社）日本能率協会

（財）日本科学技術連盟

（社）中部産業連盟

中部品質管理協会

神奈川県産業技術交流協会

玉川学園玉川大学

（社）全国工業高等学校長協会

受験者の状況は下の図の通りである。

まだ，工業高校生の受験は７名であり，受験

者は少ない現状であるが，企業がこれほどの関

心を持っていることを考えると在学中にチャレ

ンジする必要も考えられる。品質管理検定委員

会からいただいた品質管理検定レベル表は次ペ

ージの通りである。

工業高校においても，もう一度原点に戻り，

製造の基礎・基本がどこにあるかを捉えなけれ

ばならない。先端的な技術やITに目が向けられ，

なかなか「品質管理」を教える時間が取れない

のが現状であり，それとともに，従前から比較

すると教科書の中での取り扱う量も増やさなけ

ればならないと考えている。

コンピュータを活用した計算，グラフ化など

を工夫し，コンピュータを取り扱う授業の中で

活用する方法も有用であり，全国の先生方の今

後の工夫に期待したいと思う。

３．工業高校での課題
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